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 「啐啄」（そったく）という言葉をご存じでしょうか？ 

城西中学校の皆さんはおわかりだと思いますが、「啐」

（そつ）は、「ひなが卵の殻を破って出ようと中から殻を

つつく音」、「啄」（たく）は、「親鳥がそれを助けよう

と外から卵の殻をつつく音」のことです。確か、城西中学

校の職員玄関には、額装された「啐」と「啄」の二文字の

大書が、出勤する職員を迎えるように展示ケースに陳列されていたと記憶しています。 

 さて、「啐啄」は、教育になぞらえると、「子どもが主体的に学ぼうとするそのとき、教師

が逃さず適切な助言や効果的な働きかけをする」姿ではないかと思います。その姿を禅語で

「啐啄同時」と呼び、逃してはならない最も教育効果の高い時を意味しています。 

振り返ってみれば、私自身、どれだけそんな大切な瞬間を逃してきたかわかりません。子ど

もたちのやる気を受け止めて、きちんと向き合っていなかった瞬間がたくさんあったのではな

いかと思います。なぜそう思うかというと、子どもたちのやる気を意識していなかったことが

多かったと思うからです。反省しきりです。そもそも子どもは好奇心の塊で、向上心に溢れて

います。その「やりたい」「知りたい」思いを大切にしていなかったということは、子どもの

学びを阻害していたのは自分ではないかと申し訳なくなります。 

今思うのは、子どもがいつも向上心に溢れているなら、常に「啐」の状態にあり、教師は

「啄」のタイミングにあるということです。教師の日常的な温かい励ましや働きかけ、巧みな

導きが、子どもたちの「学びたい」に応える「啄」になっていると言えないでしょうか。 

そうは言っても、何かが妨げとなって意欲がもてず、無気力やあきらめの状態にいる子もい

ます。その子の苦しい背景を理解し、受け止めることで、適切な「啄」の仕方が見えてくるで

しょう。どんな子でも本当は「よくなりたい」と思っていると考えて間違いありません。 

 そんな思いと実践の積み重ねが、子どもたちの幸せ感も学校全体の幸せ感も大きくしていく

のではないかと思うのです。 

 教育センターは、今年度も、子どもたちの幸せを応援するために、教職員の学びの場を用意

すると共に、教育相談の各事業を展開してまいります。ぜひ、どしどしご活用ください。 
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教育センターの 
ホームページの   
ＱＲコードです。 
ご活用ください。  
 
 

 

 

「所報」は、教育センターのホームページでも公開しています。ご覧ください。 
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教育センター組織図

来所相談は、保護者、教職員の皆さんや

子どもたちが、学校生活や家庭生活などで

悩んでいること・困っていることについて

相談所を訪れて相談するものです。 

 

 

 

 

 

 

◎相談日  平日 

◎相談時間 ９：００～１６：００ 

       

※事前に電話で予約を受け付けます。 

 

◇中央教育相談所： 

０２５－５４５－９２４７ 

◇南 教 育 相 談 所：  

０２５－５２２－２４２８ 

◇北 教 育 相 談 所：  

０２５－５４５－０７８０ 

 

  

 
４ 

◇中央教育相談所（教育センター内） 

◇南教育相談所 （CoCoMo 南） 

◇北教育相談所 （CoCoMo 北） 

 

「こんなに本音を話したことは今までなか

ったので、すっきりしました。」カウンセリ

ング体験で友人関係の悩みを話していった子

どもの言葉です。  

上越市の全小学校では、全校児童が気軽に

学校訪問カウンセラーと話ができる環境にあ

ります。教師でも親でもない第三者的な距離

感の存在だからこそ、子どもたちは安心して

悩みや抱えているストレスを正直に打ち明け

られるのだと思います。  

子どもたちは、毎日の生活の中で傷ついた

り悩んだりすることがあります。学校訪問カ

ウンセラーとして、悩みや愚痴を話す子ども

の話に頷き、励ましの言葉をかけ、寄り添い、

心を支えながら話を聴いていくことで、子ど

もの心は軽くなり、話す前より前向きに考え

る変化が見られるようになります。  

これからも、子どもたちの元へ足を運ぶ学

校訪問カウンセラーとして、子ども一人一人

の「今」に大切に寄り添い、「わかってもら

えた」と実感し、安心してもらえるサポート

を心がけていきたいと思います。  

学校訪問カウンセラー  

乾 千賀子  

 

「安心して心を開ける場所に」 


